
令和7年度　最上地域在宅医療・介護連携拠点事業

日　　　 時

開催場所

講　　　 師

研修内容

参加人数

参加者職種
所属 人数 割合

介護福祉士 2 14%

介護支援専門員 3 21%

生活相談員 2 14%

介護職員 2 14%

その他 3 21%

看護師 2 14%

計 14 100%

１．研修会の内容について、いかがでしたか。
人数 割合

とても分かりやすかった 12 86%

分かりやすかった 2 14%
あまりわからなかった 0 0%

その他 0 0%

無回答 0 0%

計 14 100%

≪とても役に立った、役に立った　　主な理由≫

   18名

この研修会は、『専門性を高めよう～介護現場で活かせる実践力』をテーマに、在宅・介護現場で働く方々の知識・
技術の向上を目指し開催しました。

出 張 研 修 会 報 告

特別養護老人ホーム　　みすぎ荘

新庄徳洲会病院　皮膚・排泄ケア特定認定看護師　八鍬恵美　氏

1．褥瘡とは
   ・褥瘡発生要因　等

2．リスクマネジメント
　　・褥瘡発生リスクマネジメント　　・リスクアセスメントの流れ　　等

3．予防ケア
　　・仰臥位、側臥位、座位時における褥瘡予防ケア

令和7年10月17日　（金）　　　13:30～14:40

アンケート回答状況：参加者 18名、回答者  14名（回答率 77.8 ％）

　・スライドがとても見やすかったです
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人数 割合

業務に活かせそう 13 93%

まあまあ活かせそう 1 7%

あまり活かせない 0 0%

活かせない 0 0%

無回答 0 0%

計 14 100%

≪業務に活かせそう、まあまあ活かせそう　　主な理由≫

3．どのような内容が印象に残っていますか。

4．今後の出張研修会にご希望のテーマ等がありましたらご記入ください。

　　ことで一人一人にあったケアすることにつながると思いました

　・予防が大切だということが分かりやすく説明していただけました

　・業務の効率化を考えて行っていたことが、褥瘡になりやすい行為で、今後気をつけようと思いました

　・かかとの水泡の予防方法が印象に残っています

　・体圧分散、栄養管理、スキンケアが大切なことを認識できました

　・ICTの活用

　・認知症の方への対応

２．今後の業務に活かせそうですか。

　・背抜き、足抜き等の徹底に心がけるよう、全職員が理解し実践していきたいと思います

　・ポジショニング、ずれ予防に気をつけたいと思います

　・体圧分散、ポジショニング参考にします

　・なぜ褥瘡が出来たのか、という視点を持つことで、利用者さんやその生活をしっかりアセスメントする

　・何故できたのか。原因をつきとめるということ。

　・褥瘡の写真が印象に残りました

　・「この人褥瘡になるかもしれないという目を持ってほしい」という言葉が印象に残っています

　・体位交換やポジショニング、ベッドや車いすでの姿勢に気をつけて業務を行っていきたいと思います

　・スキンテアや皮膚損傷の方が多いので、摩擦やズレには気を付けていきたいです

　・褥瘡になった原因について追及しながら、少しでも軽減できるよう、クッションの当て方の体位分散

　　等で予防を図っていきたいと思います
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